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　　　　　　　　　　アマゾンの愛　H
一ジノヴィエワ＝アンニバルとパルノークにおけるレズビアニズムー
中　尾　泰子
序
　今世紀初頭、ロシアでは二一チェの影響を受けた快楽主義とヨーロッパの性の解
放思想の広まりを背景に、性をテーマとした作品が相次いで発表された。これらの
作品は、現在に至るまで肯定的な評価を得られないままであるが、ロシアにおける
、セクシュアリティを考える際には決して無視することはできない。
　その代表的な作品が、ロシアで最初の「ホモセクシュアル小説」とされているク
ズミーンの『翼』（1906）、クプリーンの『魔窟』（第］部1909、第二部1915）、そして
「サーニン主義」なる言葉を生んだアルツィバーシェフの『サーニン』（1907）など
である。ロシアでは19世紀後半から20世紀にかけて、サンクト・ペテルブルグやモ
スクワの都市化が進み、経済生活が複雑化するにしたがって、中絶、離婚、売春な
どが社会問題となっていた。つまり、中絶が法的に禁止されていたために、「闇」
中絶が横行し、また産業化に伴って、都市に移り住んだ女性たちが、経済的困窮な
どの理由から結果的に売春婦となり、その数が激増したとされている！。オデッサ
の売春宿を舞台にした『魔窟』は、まさにそのような時代に書かれたのであった。
そこに描かれているのは、売春婦とその客の荒廃ぷつ、アルコール中毒、「性倒錯」
などである。一方、『サーニン2の中心的なテーマを成しているのは、性欲、近親
相姦、魯殺であった。しかし、これらの作品が生まれた背景には、二一チェ主義（皮
相的な理解と評されてはいる）や、ヨーロッパの自由恋愛の思想、ロシアの当時の
社会状況以外に、ちょうどこの頃、ロシア国外から流入したセクソロジー（性科学）
の影響もあったのではないかと思われる。
　ここで、当時ロシアで紹介されていたセクソロジーについて概観したいと思う。
現在では、ロシアにおけるセクシュアリティ研究の第一人者であるローラ・エンゲ
ルシュテインによって、セクソロジーのロシア語への翻訳の過程が明らかにされて
いる2。それによれば、1900年以前にも、ヨハン・ルートヴィヒ・カスパーを筆頭
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に、ハヴェロック・エリス、リヒャルト・フォン・クラフトニエービングの『性的
精神病質』その他の著作、チェザーレ・ロンブローゾとグリエルモ・フェレー口に
よる共著が翻訳されて、ロシアに導入されていた。その中でもクラフトエエービン
グは「変態性欲」の研究者であった。当時、ドイツとオーストリアの法律には同性
愛を禁止する条文があったが、その条文に違反した者や、それ以外の「異常性欲者」
を鑑定したのがクラフトニエービングであった。彼は「不幸な」同性愛は病的な資
質によるものであるとしている。現代では大いに反論を招くであろうこの学説も、
彼にしてみれば、同性愛を性心理上の異常に帰すことは、それまで「犯罪者」と見
なされて不当な差別を受けてきた同性愛者の名誉を回復することを意味していた。
さらにユ900年以降は、イワン・ブロッホやアルベルト・モルの著作が翻訳され、ロ
シアに紹介された。ブロッホは『現代の性生活3においてロンブローゾに言及しつ
つ、売春に焦点を当てて論じているが、その論考とクプリーンの『魔創を比較し
てみるのも興味深い。また、ジグムント・フロイトの翻訳も1911年から本格的に始
まっている。
　さて本稿では、『魔窟』や『サーニン』と同時代に書かれながら、文学史上はほ
とんど抹殺されているレズビアニズムを扱った短編『33のウロード」等を取つ上げ
るつもつである。後に作品分析に関わってくることでもあるので、セクソロジーに
おける女性のセクシュアリティや女性の同性愛に関する見解にも触れておこう。ブ
ロッホは、女性の方が男性よつも性欲が強いとしながらも、男性の間における真性
の同性愛（ブロッホは「疑似同性愛」と区別している）に比べると、女性の間にお
けるそれは余り重要ではないとしている。なぜなら彼によれば、女性における真性
の剛生愛は男性のそれと比べるとはるかにまれだからである3。この点に関しては、
アルベルト・モルも同様の見解を示している。女性間の同性愛に関する材料は、男．
性のそれに比してはるかに少なく、女性の同性愛の病状の取り扱い、診断は、男性
のそれに比べてはるかに容易であり、男性ほど互いに交わることが出来ないため、
社会的交渉を女性の間には見つけることができないとしている4。エンゲルシュテ
インは当時のロシア医学界のレズビアニズムに対する見解についても詳細な研究を
行っているが、それによれば、クラフト＝工一ビングに倣ってレズビアニズムを堕
落した疾患とする立場と、イポリット・タルノフスキーのように必ずしも病理では
ないとする立場とがあった5。さらに、エンゲルシュテインはG・S・ノヴォポリン
による1909年の『ロシア文学におけるポルノ的要素』を引用して、医師も批評家も
レズビアニズムは結局は西洋文化のものであり、ロシアにおいては存在しないもの
と考えていたことを明らかにしている6。こうして、セクソロジーによっても、文
芸批評によっても、不可視のもの（存在しないもの）とされたレズビアニズムであ
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るが、当時の文学においてはレズビアニズム、のみならず女性のセクシュアリティ
はいかに表象されていたのであろうか。セクソロジーとの意外な共通項と併せて論
じることにしたい。
I　ジノヴィエワ竈アンニバル「33のウ凹一ドJにおけるレズビアニズム
　近年に・なって読み直されている「レズビアン文学」の大半は、作者自身が現代で
言うレズビアンであったと推察される女性作家の筆によるものであヤ）、その作品に
研究者たちはレズビアニズムのある種の理想形、ユートピアを見い出だそうとして
いるようにも思われる。実はこの点に、研究者たちの本質主義が露呈しているの
だ。つま一）、「レズビアン」の定義もしないまま、「真に」レズビアンであった女性
作家のみが、「真の」レズビアニズムを描くことができるという本質主義である。
ここに「バイセクシュアル（今Bではこの言葉も定義が難しくなっている）」であ
ったとされる女性作家ジノヴィエワニアンニバル（1866－1907）による「レズビア
ン小説」がある。しかし、この作品は世に出て以来、肯定的に評価されたことはほ
とんどないのである。
　1907年に発表されたジノヴィエワニアンニバルの『33のウロード（崎形）』は、
ロシア文学における「レズビアン文学」の1橋矢とも呼ぷべき作品であるが、1920年
代以降、ドイツ、フランス、イギリス、アメリカで「レズビアン文学」が一時代を
きわめていることを鑑みれば、ロシア国内にとどまらず、『33のウロード3はラド
クリフ・ホールの『孤独の泉』やヴァージニア・ウルフの『オーランドr（ともに
1928）の先駆けをなす作品でもある。しかし、発表された当時は、前述のクプリー
ン、アルツィバーシェフらと十把一絡げにされて、「性倒錯」を扱った「ポルノグ
ラフィック」な作品という烙印を押された。のみならず現在でも、レズビアン・セ
クシュアリティを慣習、クリシェ（きまり文句）、男性g覗き見的な視線、都市生
活という鏡張りの壁に封じ込めてしまったとして非難されている7。そのような経
過もあって、この作品についてまともに論述しているのは、先に挙げたエンゲルシ
ュテインとダイアナ・バージンの二人に過ぎない。そこで、この二人の先達の論考
をもとに本稿で再度取り上げることにしたい。というのも、これまでこの作品は、
レズビアン・セクシュアリティの観点からのみ論じられてきたからである。
　まず、この作品のあら筋を紹介することにしよう。この作品は、「私」によるB
記という形をとって進行する。よって、「私」の過去もある臼の回想として語られ
ていく。「私」は実の父親が誰であるのかも分らぬまま、母を失い、祖母に引き取
られる。そして、「私」は結婚式を控えたある晩、婚約者と二人きりでいるところ
を舞台女優の（この設定は示唆的である。ちょうどこの頃、ロシアの演劇、文化、
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ンェンター　イテオロキーにおける新しい傾向　　社会間題を追及する進歩的な西
洋の新しい女　　を体現する女優たちが登場していた8。）ウェーラに突如連れ去
られ、その夜のうちに彼女と関係を持ち、そのまま彼女と暮らすことになる。ヴェ
ーラはかつて結婚していたことがあるのだが、夫は病死し、生まれて間もない娘も
相次いで失っている。ヴェーラと「私」の密室内の閉じられた生活は、やがて一人
の芸術家が「私」の肖像画を描きたいと申し出たことによって変質していく。「私」
は33人の芸術家が集うアトリエに赴き、山糸まとわぬ姿になってモデルをつとめる
うちに、自分自身の内なる変化に気づく。その一方で、ヴェーラは徐々に精神を病
み、「私」はそんなヴェーラを恐れるようになる。結局、「私」は新たな男性の恋人
とパリに発つことになり、ヴェーラは年老いた自分の姿に幻滅し、また恐らくは
「私」を「人々に与え」た喪失感から毒を盛って自死するのだった。
　ラドクリフ・ホールのぽ孤独の泉』はヒロインの過剰な「男らしさ」がレズビア
ンのステレオタイプであるとして非難を浴びたが、この『33のウロード』が現代の
読者から非難されるべき点があるとすれば、それはバージンも指摘しているよう
に、レズビアニズムが狂気と過度に結びつけられているということであろう。
　ジノヴィエワニアンニバルがこの作品において、レズビアニズムを病理として捉
えていたことは疑いない。ヴェーラは幾度となく「脾㏄叩㏄醐」（異常な）
「6畠3yM脳」（狂気の）「㎜O鵬岬服（狂気の）」といった言葉で表現され、物語の
最終部分では、彼女の精神状態は不安定を極め、言葉を発することもなく、自室に
閉じこもるようになる。レズビアニズムと狂気との結びつきは、ボードレールやヴ
ェルレーヌらといったフランスのデカダンスに由来する、とバージンは述べてい
る9。ボードレールが地獄に落ちるレズビアンを歌った詩「呪われた女達」には次
のようにある。
おお処女よ、おお毒婦、おお妖婦、おお殉教女、
現世を他所に享楽の君ら偉大な精神よ、
無窮探ねる女たち、狂信の女、淫婦たち、
時あって喚き狂い、時あって泣き狂うもの、lo
ここで、レズビアンは「喚き狂い」「泣き狂うもの」として描写されているが、『33
のウロード』でも、冒頭でヴェーラが「この世のあらゆるものは移ろう」と泣いて
いる場面に始まり、作品を通して、彼女はしきりに泣き（P卵＆服）、叫ぷ。こ
の作品が発表された当時は、折しも、ロシア国外のセクソロジーが一気に国内に流
入してきた時期でもあった。レズビアニズム（広くは同性愛）をこのように精神の
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「病理」（倒錯）として扱うことは、フランスのデカダン派のみならず、前述のよう
にセクソロジストにも往々にして見られたことであった。その結果、ジノヴィエワ
ニアンニバルは彼女白身は無自覚だったにせよ、セクソロジー（あるいはフランス
　デカダンス）と手を組んで「病としてのレズビアニズム」を喧伝することになっ
たのである。このように、性幻想を抱いているのは男性作家とは限らない。
　さらに興味深い指摘がバージンによってなされている。作中、ヴェーラの不在の
間に、「私」のもとを「私」の肖像画を描きたいと申し出たサブーロフが訪れ、「私」
が彼に乞われるままカメリアを与えたことをヴェーラに告げる場面がある。する
と、ヴェーラは掌で「私」の頼をそして頭を打つのだった。しかし、ヴェーラを哀
れみつつ、「私」は思うのである。「殴りたければ殴ればよい。私は彼女を愛してい
る。」と。バージンはここにサド＝マゾキズムを読み取っている。また、死んだヴ
ェーラが棺に横たわる姿を想像し、満足を覚える「私」をネクロフィル（死体愛者）
であるとしているll。サディズムは20世紀前半のいわゆるデカダン派が好んで取り
上げたセクシュアリティであった。『33のウロード』にはそうしたデカダン派の趣
向が凝縮されていると解釈することもできるだろう。しかし昨今では、サド＝マゾ
キズムは「ジェンダー／セクシュアリティ」論争を揺さぶるセクシュアリティとし
て、レズビアン／ゲイ・スタディーズにおいてもさかんに議論がなされている。い
ずれにせよ、サドニマゾキズムといい、ネクロフィリアといい、この作品では再生
産二生殖を目的とした性行為を重視するヘテローセクシュアリティと異なり、再生
産二生殖を目的としないエロスの形が垣間見えるのだ。
　しかし、『33のウロード』をレズビアン・セクシュアリティという観点からのみ
論じたのでは不十分である一。この作品が書かれた当時は、「結婚」と「家族」が、
大半の女性の夢であった。若い女性の多くが、結婚して母親になることを自然な人
生と見なしていたことは、当時のアンケートからも明らかにされている。あらゆる
性的な問題（売春、中絶など）に対するロシア政府の標準的な解答も、「結婚して、
子供を持ち、家庭を維持すること」であった】2。しかし、この作品には、レズビア
ニズムと「緒婚二異性愛」、「家族＝異性愛」との明らかな対立関係を読み取ること
ができる。ヴェーラも「私」もいわば「後天的」なレズビアンである（ヴェーラは
過去に結婚していたし、「私」には男性の婚約者がいた）。そして、ジノヴィエワ＝
アンニバルは、彼女たちがレズビアンとなった原因（というものがあればの話だが）
を巧妙にその家族　　特にその母親たちに帰しているように思われるのた。ウェー
ラは母親が修道院に入る際、母親の希望により16歳で結婚するが、2年後に夫と娘
を失う。そして、緒婚そのものに疲弊する。「私」の母親は、「私」を出産する際に
命を落し、「私Jは祖母の養女となる。ヴェーラも「私」も彼女たちの母親が作品
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の「途申」で姿を消しているのに対し、父親は作品の最初から不在である。彼女た
ちはいわば物語の最初から「片親」なのであり、「両親（父と母二異性愛）」が揃
っていないのである。この作品では、レズビアニズムが失われた母一娘関係の延長
線上にあるように描かれている。「出家した母親」、「死んだ母親∵という「不完全
な母親」がレズビアニズムという「病」の根源にあるかのようだ。また、ヴェーラ
が結’婚を控えた「私」を略奪したことによって、「私」と婚約者（ヴェーラの恋人
でもあった！）との「結婚＝異性愛」は実現されず、あげく婚約者はピストル自殺
を図る。ここに至って、レズビアニズムははっきりと「家族あるいは結婚二異性愛」
を脅かすセクシュアリティとして提示されるのである。しかし、そこまで「家族工
異性愛」に抗していたレズビアニズムであっても、ヴェーラが精神を病むことによ
って、「私」は男性の恋人を得て、この物語も最終的には異性愛に国収されること
になるのだった。
　また、「見る性／見られる性」という観点からも、この作品を論じることができ
るだろう。『33のウロード』は、女性同士の性行為が描写されていることから、「ポ
ルノグラフィック」と酷評されてきた。この作品に限らず、「芸術」か、「ポルノグ
ラフィー」か、明確な境界線を引くことはきわめて難しい。しかし、この二つの領
域のせめぎあいが、作品内部にも現れているのである。それは、「私」が一糸まと
わぬ姿で画家たちのモデルをつとめる場面である。上野千鶴子は女性の裸体に関し
て、次のように言う。「ヌードは女から人格性を剥ぎとリ、社会性の記号を奪う。13」
しかし、ここで作用しているのは、ザ見る主体」が男性、「見られる客体」が女性と
いう単純な「視線の政治学」ではない。「私」は画家たちがカンバスに描いた自分
自身の姿を白分の目で確認するのである。．
あらゆる角度から、私を取一）囲んで、彼らが私を描きながら座っていた時、私
はそこに自分を見た。
それとも、私は後から見た自分を知らなかったのか？　脇から見た白分を？
自分の4分の3を？　4分の！を？　まっすぐ前から見た自分の顔も……知ら
なかったのか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（160）
さらに、「私」は一方的に彼らに「見られる」ばかりでなく、彼らを「見る」。そし
て、彼らによって描かれた自分は彼らの恋人であ’）、または彼らの女神であること
に気づくのであった。自分の肖像画は33人の画家による33通りの恋人であり、33通
りの女神であり、しかし、それは33通りの自分の「ウロード（崎形）」なのだった。
どれもが自分自身であり、しかし、どれもが自分ではないことを「私」は悟るので
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ある。この作晶が書かれた時期と前後して、女性のヌード写真を掲載する雑誌が発
行されていたことはすでに知られている。当時の状況を考え合わせると、すでに「見
られる客体」として商品化されていた裸体の女性の側からの視点は興味深いものが
ある。しかも、「私」は十分に自分の美しさを自覚している。このことは、作中で
数匝1言及されているのだが、自分の美しさを自覚した女性が、「見られる客体」と
なった時、裸体の女性のセクシュアリティは努性の性幻想に一方的に搾取されてい
ると言い切ることができるのだろうか。『33のウロード』は「見る性／見られる性」
が単なる主従の関係にあるのではないことを私たちに突きつけている。
　レズビアン（あるいはバイセクシュアル）とされる女性作家の作品をレズビアン
　セクシュアリティに収敏させてしまう文学研究はきわめて危険である。『33のウ
ロード』では、この他にもヴェーラが「私」に比して肌の張りを失い、髪までも色
艶を失っていく恐怖を描いている箇所に、エイジズム（高齢者差別）の間題を読み
取ることも容易なのだ。この作品をセクシュアリティのみに還元することは注意深
く避けなくてはなるまい。
Iエ　パルノークにおけるレズビアニズムの嚢象
　ソフィア・パルノーク（1885－1933）は、「銀の時代」において唯一レズビアンで
あることを公にしていた詩人として今臼では紹介されている。彼女はまずマリーナ
　ツヴェターエワとの恋愛によって、その名を知られるようになった。ツヴェター
エワの女性（パルノークのみならずソーネチカ・ホリデイ）との恋愛関係が、その
生涯のある時期に限られていることから、彼女は「真の」レズビアンではなかった
と「断罪」される一方で、パルノークは離婚後、死ぬまで女性との恋愛を貫いたこ
とから、「真の」レズビアンと見なされている。しかし、これはレズビアン本質主
義に基づく極端な見方であると思われる。一生を通じて女性とのみ恋愛関係にある
ことをレズビアニズムと定義することは、．レズビアニズムを「固有の」「先天的な」
ものに収敏させることになりかねず、そうした態度は同性愛を生まれついての病と
したセクソロジーと何ら変りがない。パルノークはまさにそのような文脈で「理想
的な」レズビアンとして祭り上げられてきたわけだが、本稿ではあくまでパルノー
クの作品におけるレズビアニズムの表象に焦点を当てて論じることにしたい。
　同時代の女性作家たちと同様に、パルノークによるレズビアニズムの表象は、サ
ッフォーを読み直し、現代に復活させる’ことから始まった。1915年以降、パルノー
クはサッフォーにまつわる詩を数多く書いている。その申から引用してみよう。
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　　　　　　サッフォーの詩
アイオロスのリラの歌のみ私は聞く
私は輝き　そして歩いては行かず　　踊る
声は真似るのが上手　手ははしっこい
血管を流れる音楽
私が試すのはペンではない　弦の調子を合わせ
霊感に満ちた仕事にかかりきり
弦の響きを心からぷちまけ
解き放ってやること
明らかに私はこの人生において
忘れ得ぬ歌の忘れ得ぬ陶酔を忘れることはなかった
いにしえの私の女友だちが
サッフォーの学び舎で歌った歌を （＃38）
　第三聯の「女友だち（醐叩y閉）」という言葉には注意を払う必要がある（ツヴェ
　ターエワがパルノークに捧げた連作詩も「女友だち」と題されていた）。なぜなら、
’二’レズビアニズムはしばしば、性愛と友愛との微妙な狭間に存在するものだからであ
　る。つまり、前に見たように、女性の同性愛は現実に存在するものとしては認識さ
　れていなかったのであり、一般的には女性間の性的交渉はごく稀なものとされてい
　たのである。
　　意外なことにロシアでは、サッフォーの作品が最初に翻訳された時点では、サッ
　フォーはヘテロセクシュアルの偉大な詩人と考えられていた。その後も、サッフォ
　ーは宗教共同体及び、貴族の若い女性たちのための学校の指導者と見なされた。つ
　まり、サッフォーと女生徒との関係は、「性愛」ではなく、あくまで教育的見地に
　立つものとされた。こうしたサッフォーに対する態度は、ロシアの文献学者や彼ら
　に影響を及ぽしたドイツの文献学者の反レズビアニズムに根差していた1｛。
　　同時代に、ナタリー。バー二一やルネ・ヴィヴィアンがサッフォーに触発される
　形で作品を書いているが、彼女たちは、サッフォーをレズビアンの「イコン」とし
　て利用したのだった。この点に関しては、パルノークも同様であった。竹村和子は
　「レズビアン」という語に関して次のように述べている。「女についてはレズビアン
　という語が新しく作られたということは、女の同性愛の性愛が暖味化されることの
　証左である。はるか昔、古代ギリシア時代の文人サッフォーが住んだ島（レスボス
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島）にちなんで女の同性愛の呼称をあえてつくることによって、女の同性愛から現
実性を巧妙に奪っていくのである。15」19世紀後半には、「鵬c6触cKa豚∫溢c6o眺
（lesbian　love）」の用語がロシア語に入っていたとされている。そして、20世紀初
頭においては、レズビアニズムを取り敢えず、何としても可視のものとする必要が
あったために、サッフォーという強力な神話的「イコン」を持ち出すことが要請さ
れたのである。サッフォーという「イコン」は、例えば次のような作品で効力を発
している。
　　　　　　サッフォーの詩
あまりにもきつく押しつけられた唇
　　そこから言葉は通り抜けることができたのか？
たが私をあなたの声が呼んた　　私には聞こえる
優しき名で呼んだのを
だが、こんなにも近くなり、そして再び遠ざかり
私たちが帰ろうとしていた時、夜半のモスクワに
遠い沿岸から風が吹きすさぷ
海の気配がした……
風、海からの風、私の一人の復讐者が
再び飛んでくる　あなたが物思いに沈みつつ
私が唇であなたの鼓動を
聞いた時を思い出すために （＃40）
この詩において、「あなた」は男性、「私」は女性であることが、動詞の過去形から
も明らかであるが、題名に「サッフォーの詩」とあることから、そのような読者の
読みは擬乱される。レズビアニズムが、異性愛の形をとっているに過ぎないのでは
ないかと思わせる。さらに言えば、この詩の背後に隠されたレズビアニズムを表象
するために、作品では異性愛の形態を取らざるを得なかった当時の状況が反映され
ているのではないか、と思わせるのである。ツヴェターエワはマリーナというその
名前から、パルノークの作品においては「海」と結びつけられており、この詩の「私
の一人の復讐者」というのは、ツヴェターエワを指すのではないかと考えさせられ
る。サッフォーという「イコン」が、作品に謎を仕掛けているのだ。また次の詩で
は、パルノークはサッフォーの詩の一節を引用符でくくり、執鋤に繰り返している。
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　　　　　　小さな女の子としてあなたは私の前にぎごちなく現れた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サッフォー
「小さな女の子としてあなたは私の前にぎごちなく現れた」
ああ　サッフォーは矢のような一行で私を貫いた！
夜にはちぢれ毛の頭にもたれて物思いに耽った
母の優しさで狂乱の心の熱情を取りかえて
「小さな女の子としてあなたは私の前にぎごちなく現れた」
思い出された　罠でキスを押し退けたことを
信じられない瞳孔の目が思い出された一・・
私の家に私ゆえに幸福なあなたが入ってきた　新調の品のような
帯のような　一つかみのビーズのような　色のついた靴のような私ゆえに
「小さな女の子としてあなたは私の前にぎごちなく現れた」
だが愛の一撃のもとにあなたは一鍛えやすい金！
私は情熱の影で青白い顔に身をかがめた
その顔をあたかも死が綿のような雪で撫でた……
私は甘美な気持ちで　あの日々に
「小さな女の子としてあなたは私の前にぎごちなく現れた」ことにも感謝する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1915年2月（？）　（＃59）
この詩では、「私」も「あなた」も紛れもなく女性として現れている。レズビアニ
ズムはサッフォーの名の下に、次第に明らかにされていく。第一詩集以降、「あな
た」の性が特に特定されない場合でも、それは「サッフォrという「イコン」の
影響力の下に「女性」として性化されていくことになる。しかし、パルノークの初
期の作品において、あまりにも「サッフォー」が濫用されている。その名は作品中
に実に頻繁に登場し、その作品の一節はエピグラフとして引用され、さらに作品中
にまで取つ込まれている。「レズビアン・イコン」として、作品に「レズビアニズ
ム」を持ち込む「サッフォー」の力はここで急速に消費されてしまっているのだ。
パルノーク白身、自分の初期作品に否定的な態度をとっているのも、恐らくはこう
した点に理由があるのではないかと思われる。
　また、この作品の第一聯で「母の優しさで」とあるように、レズビアニズムに一
種の疑似母親を見い出だしていたことにも注目したい。本来セクシュアリティとは
無縁とされていた「母」を女性同士の恋愛関係に持ち込んだ点では、ツヴェター工
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ワも同様であり16、レズビアニズムとギ母一娘」の関係に新たな光を投げかける。
さらに、パルノークのレズビアニズムにおいて重要なことは、彼女がレズビアニズ
ムをセクシュアリティに収敏させなかったことであった。最初に挙げた「サッフォ
ーの詩」で「女友だち」という言葉を用いていたことからも明らかなように、「性
愛」と「友愛」をあくまでも分断させることはなかったのである。
　さらに、サッフォーの詩をエピグラフに掲げた詩の一節に次のようにある。
あなたはまどろむ　私の女友だちよ
　　母の胸の子供よ！
何と廿美なことか　あなたにとって一一眠りに落ちることは
そして私にとって眠りから覚めることができないことは　　（＃67）
ここでも、女性同士の「友愛」としての「女友だち」という言葉ともに、レズビア
ニズムに対する「母」の侵入を見ることができる。パルノークにとって、レズビア
ニズムとはその広い意味において、「母」を含めた女性同士の連帯であった。この
事自体は、アドリアンヌ・リッチによる女性のあらゆる連帯を含意する「レズビア
ン連続体（レズビアン・コンティニュアム）」という概念を容易に連想させるだろ
う。パルノークは女性同士の「友愛」をレズビアニズムの中に留保したのであった。
結語　　「レスヒァン文学」の可能惟
　パルノークが、ツヴェターエワとの恋愛関係によってその名を知られるようにな
ったことは既に述べたが、パルノークはツヴェターエワに捧げた詩を数篇書いてい
る。その一節を挙げてみよう。
ああ　私に死を忘れさせてくれ
あなた　その手はヨに焼けて生気にあふれ
あなた　私をそそのかして　通り過ぎて行った！
あなたの絶望的な名前にこそ
すべての荒れ狂う浴岸の風が吹いているのではないか
おお　マリーナ　海と同じ名をもつ女！ （＃9）
ガートルード・スタインがその『アリス・B・トクラスの白伝』において、自己の
レズビアニズムを語っていることといい、ホールの『孤独の泉』が「自伝的作品」
として読まれていることといい、レズビアニズムの表象は、しばしば作家「個人」
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の「経験」に還元されていく。今日では、ツヴェターエワの連作詩「女友だち」が
パルノークに捧げられたものであることは、研究者によって論証されているし、パ
ルノークもこうして作品に、ツヴェターエワの名前（マリーナ）を刻んでいる。こ
のように、レズビアニズムが頻繁に「自伝的言説」によって表出されていることは、
何を意味するのだろうか。ここで、セクシュアリティが「いかに」描かれているか
ではなく、「なぜ」セクシュアリティを描くのか、という間いに立ち返るべきであ
ろう。彼女たちにとっては、白己のセクシュアリティが白らの「生き方」と同義で
あり、それはつまり、「内面」、「人格」としてのセクシュアリティということにな
るのである。上野はこのことについて次のように述べている。
すでに多くの論者によって指摘されていることだが、近代以前には性について
語ることが「内面」や「人格」に結びつけて考えられることはなかった。「真
理」は「公的領域」から隠されたことがらと同義になり、人々は秘匿された「白
己の真実」を「告白」し始める。「われわれ」から「わたくし」というものが
分離し、「われわれ」に還元しがたいものだけを、人々は咽性」や「人格」
と見なすようになる。I7
上野も述べているように、こうした考え方は、フーコーの『性の歴史』にさかのぼ
ることができる。
　性的マイノリティとしてのレズビアニズムを「自己」に引き受けることは、ヘテ
ロ・セクシズムヘの「抵抗」となりうる。そして、極度に個人化されたセクシュア
リティは、「固定化」され、「純粋」なものと考えられがちである。そのようなセク
シュアリティが言語化されると、それに対して異議を唱えることは極めて難しくな
る。だが、レズビアニズムは、実際に女性と性的交渉を持った女性に限られるもの
ではないだろう。セクシュアリティは「性的実践」と同義ではない。文学において、
レズビアニズムが表象されることがあるとすれば、それは女性同士のギ性的実践」
としてのレズビアニズムというよりも、あらゆる可能性（自己において、あるいは、
他者との）を秘めた恋愛関係の一つとして表出されることを期待したい。その作家
がレズビアンである必要はないし、読者もそのことに捉われ過ぎてしまうのは危険
なのである。
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